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～「頼れるひと・場所・地域づくり」を考える～ 



 

日  程  表 
  

時 間 内  容 

13:30 開 会・あいさつ 

 

13:35 

(60分) 

 

 

◆講演 

『頼りたいときに頼れる地域の実現のために』 

講師： 大空 幸星 氏  NPO法人あなたのいばしょ理事長 

 

14:35 

(55分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆トーク・セッション 

 『私の記憶・私の気持ち、私たちの理解』 

＜登壇者＞ 

中村 杏子 氏  飯島町健康福祉課 保健福祉総合調整幹 

草深 将雄 氏  hanpo 当事者によるフリーペーパー発行団体 

元島   生 氏  NPO法人 場作りネット 

大空 幸星 氏  （再掲） 

※場内フリートークを含む 

＜コーディネーター＞ 長野県社会福祉協議会 

 

15:30 終 了 

2



 

  

 

[ここに出典を記載します。] 
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トーク・セッション  

『私の記憶・私の気持ち、私たちの理解』 
 
 

登壇者 

中村 杏子 氏 飯島町健康福祉課 保健福祉総合調整幹 

草深 将雄 氏 hanpo 当事者によるフリーペーパー発行団体 

元島 生  氏 NPO法人 場作りネット 

大空 幸星 氏 （再掲） 

※場内フリートークを含む 

コーディネーター  長野県社会福祉協議会 
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小学 4年生からいじめを理由に不登校になる。 

2 年ほど外との交流をほとんどせずにひきこもり状態で

過ごし、しばらくしてからフリースクールや中間教室など

を利用しながら生存する。その後、何度か激しい浮き沈

みをしながら高校・大学へ進学し卒業するも、まっとうな

働き方がわからず、フリーターになる。 

自分の育ったフリースクールを経営していたアウトドア

スクールに就職し辞めたのちに、 自身の経験や出会って

きた仲間たちの思いや、つらい経験をして生きてきた仲

間たちを繋ぎたくて hanpo を立ち上げ、県内のそこか

しこで生きづらい話をしたりしています。 

 

日本福祉大学卒業後、父母会運営の学童保育所専任職

員、引きこもり支援等を経て 2011 年富山県高岡市に「コ

ミュニティハウスひとのま」という、誰でも来られる一軒家

を開設。不登校のみならず困り事を持つ人で日夜溢れかえ

り 24時間 365日開けっ放しの、駆け込み寺となり、各種

メディアで話題となる。 

24時間 365日のフリーダイヤルの伴走支援事業「より

そいホットライン（厚生労働省）」SNS 自殺防止相談事業な

ど各種相談事業を受託、現在まで運営。 

現在は長野県上田市にて、ワンコインで誰でも泊まれる

宿（やどかりハウス）や、街中に助かる場を作る（のきした）

など、街を社会的インフラにするための場作りに取り組ん

でいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登壇者紹介  

経 歴 等 

 
昭和 57（1982）飯島町役場に保健師として入職、令

和 2年度から本職 

公衆衛生を担う行政保健師として健康福祉医療分野

を一通り経験し現在に至る。 

 現在はひきこもり支援推進事業・重層的支援体制整備

への準備事業担当。 

保健師の役割は時代に寄り添い、未来を見つめ、「み

る・つなぐ・うごかす」ことと思って活動中。 

中村 杏子 氏   

飯島町 健康福祉課   

保健福祉総合調整幹 

経 歴 等 

 

草深 将雄 氏  

hanpo 当事者によるフリーペーパー

発行団体 

長野県生まれ、長野市在住  

経 歴 等 

 

元島 生 氏  

NPO法人場作りネット 

熊本県出身  

長野県上田市別所温泉在住 4児の父 
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P8.  長野県における今後のひきこもり支援のあり方についての取りまとめ 

P9.  ひきこもり支援実践研究会の紹介 

P11. 飯島町「つなぐ相談」、「お助隊」の案内 

P13. hanpoの紹介 

P16. 令和４年度ひきこもり支援フォーラムダイジェスト版 

P24. 孤立・孤独対策推進法の概要 

参考資料  
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飯島町教育委員会 こども室 

☎ 0265-86-6711(こども室直通) 

（指導主事・こども室保健師・家庭相談員） 

♪ 高校訪問（顔の見える関係づくり） 

♪ 生徒向けつなぐ相談カード配布 

♪ 個別相談(保護者・子ども) 

♪ 他機関とのコーディネート 

(どこに相談したらいいかわからない) 

飯島町社会福祉協議会  

地域福祉係  ☎ 0265-86-5511 

（福祉活動専門員） 

☆ 子どもの学習・生活支援事業 

☆ ひきこもり支援 

☆ 個別相談 

☆ 食糧・就労支援  

飯島町役場 健康福祉課  ☎ 0265－86－3111(代表) 

保健医療係(内線 190) 

(保健師・管理栄養士) 

◎ こころとからだの健康相談 

◎ 精神保健相談 

◎ 心理カウンセラーによるこころの相談 

◎ 定例相談（毎月第 2・第 4火曜日午前中） 

                      ◎家族と精神科医とのワークショップ 

小さな悩みごとでも 

声をかけてください 

この頃なんとなく様子が心配 

朝起きられない 

子どもとのコミュニケーションに困っている 

生活の事・からだの事 

高校に行き渋る、不登校になるかも 

メンタルの不調(食欲がない・元気ない・眠れない) 

手洗いが止まらない  

ゲーム依存・スマホ依存かもしれない 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉係(内線 180) 

(保健師・ひきこもり担当) 

◎ 福祉一般 

◎ ひきこもり支援・サポーター派遣 

◎ 障がい者福祉 

◎ 生活困窮相談 

🌸「つなぐ相談」は、中学生や中学卒業後の保護者や子どもの困りごとの相談窓口です。 

小さな心配ごと、気になること等どうぞお気軽にご利用ください。 

専門スタッフが、一人一人のお悩みに寄り添い、 

お話をお聴きします。 

相談内容により、その人に合った相談場所、 

居場所や医療、利用できる制度などの紹介、 

橋渡しなどをします。 

令和 5年 5月 
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SNS
hanpo

etc
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SNS
note
Twitter
Discord
Instagram
Facebook
Anchor
more
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Instagram
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地域共生応援大使

ふっころ

社会福祉法人 長野県社会福祉協議会

CONTENTSCONTENTS
o2

ダイジェスト

令和4年3月、長野県における今後のひきこもり支援のあり方についての取りまとめが公表
されました。これを踏まえ、今後の支援においては、ひきこもりについての理解や共通認識
を持ち、個人の尊厳や意思を尊重しながら、寄り添っていくことが重要です。
そのために改めて、当事者の視点から「ひきこもり」という状態について捉えなおすとともに、
本人や家族に寄り添いながら、「その人らしい生き方を応援する」支援を推進していくこと
を目的に、本フォーラムを開催しました。

令和4年（2022年）7月28日（木）開催
長野市若里市民文化ホール

〈講演〉

林　恭子 氏　一般社団法人ひきこもり UX 会議 代表理事

ひきこもりをとらえなおすことを出発点にする

その人らしい生き方を
応援するために

ひきこもり支援フォーラム

o5 〈パネルディスカッション・フロアセッション〉

草深 将雄 氏　hanpo 代表
山田 起由 氏　KHJ 全国ひきこもり家族会連合会長野県支部 セイムハート代表
横山 久美 氏　NPO 法人ジョイフル理事長
林　 恭子 氏　
橋詰 　正 氏　上小圏域基幹相談支援センター所長

あたたかいまなざしを地域ではぐくむために
パネリスト

モデレーター
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ともできない」と思いながら病院を転々
とし、図書館では読む本がなくなるぐら
い本を読みました。けれども、どうする
こともできず、状況は悪くなる一方でし
た。
　16歳で不登校になってから11年、自分
なりに頑張ってはみたけれども、私のよ
うなダメな人間が生きていける場所はこ
の社会にはない。こんな馬鹿なことをし
ているのは世界中で自分一人だけだと思
い、こんなダメな人間が生きて行ける場
所はないから、死にたくはないけれども、
もうここで終わりにしようと思ったので
す。

自分の命を絶とうと考えたとき
体は生きることを選んでいた
　私がもしこの世に必要のない人間な
らば、なぜまだこの瞬間生きているの
か。こんなダメな私でも心臓は打ち続け
ている。いずれ人は必ず死ぬ。であるな
らばその日までただ生きればいいのでは
ないか。何かの役に立つとか何かのため
にとかそんなことはどうでもいいと、その
時思いました。
　そんな思いを抱えたまま数日経ったあ
る日、どうやら私は生きることを選んだ
ようだなと思ったんです。
　お金もなくそろそろ動き出さなくては
と思いアルバイト探しを始めました。玄
関で動けなくなってから丸2年経っていま
した。それ以降は今に至るまで転職を繰
り返しながら、なんとかバイトや仕事を
増やしてきています。

ひきこもりになった理由
学校との相性、母親との関係
　ではなぜ私が不登校やひきこもりに
なったのか。考えてみると私には2つの
理由があったと思っています。
　一つは学校が合わなかったということ
です。私は幼い頃から親や学校の先生
の言うことを素直に聞き、口答えなど絶
対にしない子どもでした。
　そんな私でしたが、例えば髪の毛の長
さとか服装など当時地方の中学校や高
校での厳しい校則に「なんで？」と疑問
をもっていたのです。学校って一体何？
学校は個性が大切と言いながら校則や
規則で縛り付け、芽を摘んだり押さえつ
けたりするところじゃないかと、当時の
私は思っていました。
　その一方では、でも私がいけないのか
もしれないから、校則は当然守り、そうす
るべきだと思ってました。
　そうした自分の中の相反する思いが
16、17歳という年齢なった時に自分の
中では処理しきれなくなったのではない
かと思っています。
　もう一つの理由は、母との関係です。
母は専業主婦で大変厳しい人でした。し
つけはもちろん、勉強や習い事に至るま
ですべて母のコントロールのもと、特に
長女の私がとても厳しくされたと思いま
す。
　20代に入り、母にされた行いがすべて
思い出され、その憤りを母にぶつけるよ
うになりました。母とバトルを繰り返し、
明け方までどなり合うようなことも続き
ました。

16歳から始まったひきこもり
　私は三姉妹の長女としてサラリーマン
の家庭に育ちました。父が転勤族でした
ので、だいたい2、3年おきに引っ越しを
し、私たちは常に転校生でした。
　ところが 高校 2年生のゴールデン
ウィーク明けに突然学校に行けなくなり
ました。ゴールデンウィーク明けは不登
校が一番増えると言われている時期で
す。私の場合は身体症状に出ました。
　朝、目が覚めると、何となく体がだる
く、頭痛、腹痛、不眠などあらゆる症状
が出て学校に行きたくても行かれない。
体重も落ちて家の中を這って歩くような
状態にもなりました。
　そのうちにある病院を見つけて通い
ながら、通信制の高校に編入し、大検を
取得して他の人たちより2年遅れで大学
に入りましたが、わずか1ヶ月しかもたず、
大学も中退することになりました。私は
「本当にもう終わった。自分には未来が
ない」と思いつめ、そして再び自宅には
ひきこもるようになりました。

どうしようもない気持ちを
引きずりながら
　そのうちに、近所の学習塾でどうにか
アルバイトを始めましたが、当時の私は
半日外出すると3日寝込むという状態で
した。そして27歳のある時、アルバイト
に行こうとした玄関先で立ち上がれなく
なり、そのまま再び自宅にひきこもるよ
うになりました。
　「どうしてこんなことになってしまった
んだろう。なんとかしなくては自立するこ

ひきこもりをとらえなおすことを
出発点にする

東京都在住、高2で不登校、その後断続的に20年ひきこもる。信頼できる
精神科医や同じような経験をした仲間たちと出会い、少しずつ自分を取り
戻す。2012年から、「自分たちのことは自分たちで伝えよう」と “ 当事者
発信 ” を開始し、イベント開催や講演、研修会の講師などの当事者活動を
している。著書に「ひきこもりの真実－就労より自立より大切なこと」。

一般社団法人ひきこもり UX 会議 代表理事

林　恭子 氏

講　演

17



3

している状態だといえます。ひきこもりも
空っぽになった容器の中にエネルギーを
貯めることが必要だと思います。
　そのエネルギーとは、本人の好きなこ
と、気持ちがよいと感じること、安心感、
理解された、共感された、嬉しい、楽し
いというポジティブなものです。けれど
もところがせっかく貯まったこのエネル
ギーに、人間関係や家族間、仕事のトラ
ブル、辛い話やニュースを聞いた時、また
説得、お説教、無理解、叱責といったネ
ガティブな働きかけがあると、一瞬で失
くなり、またゼロからやり直しです。
　ですので、ご家族や支援者の方を含め
周りの方には出来る限りポジティブな声
かけや働きかけをしていただきたいと思
います。

ひきこもり UX 会議の活動
ひきこもり女子会
　私は複数の団体で活動していますが、
今回はひきこもりUX会議の活動から当
事者にとって、あって欲しい支援につい
てお伝えしたいと思います。
私たちは主に交流会や講演イベント、実
態調査、ブックレットの発行などを行っ
ています。
　活動の一つにひきこもり女子会があ
ります。全国でこの女子会をやっていま
すが、一部では当事者の体験談を聞き、
二部では対話交流をします。例えば人間
関係、発達障がい、親子関係、仕事や自
立、夢ややりたいこと、メンタルヘルスな
ど様々なテーマごとに大体4〜5人ずつ
にわかれて対話交流をします。
　また、今力を入れているのは広域連携
で、大阪府と東京都で実施しています。
　ひきこもりの当事者やご家族は、自分
の住んでいる街の相談窓口には行かれ
ないという声が非常に多いです。なぜな
ら知られてしまうからです。

実態調査から考える
支援のあり方　
　私たちは当事者の声を集めたいとい
うことで2019年に実態調査を行いまし
た。全都道府県から1686名の方が回答
を寄せて下さいました。やはり当事者の
声をしっかりと集め、それを伝えていかな

いと当事者のにニーズに合った支援はで
きないのではないかという思いで調査を
行いました。
　私たちはその言葉に圧倒されました。
最も多く声が寄せられたのは、やはり
支援についてでした。「どこに相談して
いいのか窓口がわかりづらかった」「た
らい回しにされる」という声が非常に多
かったです。
　それから電話予約についてです。特
に自治体の相談窓口は電話予約をしな
いと相談を受けられないところが多い。
でも電話は当事者にとってハードルが高
すぎて、窓口がないのと一緒です。まだ
会ってもいない相手に自分の個人情報
を差し出すのはとても怖いことですの
で、例えばメールフォームなどで予約で
きるようにするなど、配慮した形の相談
窓口にしていただけたらなと思います。

居場所は
「卒業」するところではない
　調査では「どのような変化で生きづら
い状況が軽減、改善しましたか？」とい
う質問に最も多かった返答が、「安心で
きる居場所が見つかった時」でした。
　「自己肯定感が粉々になってしまって
いる」「自分のような人間は生きていて
いいと思えない」という方がたくさんいま
す。生きていてもいいと思えない人に、
自立を目指そう、履歴書の書き方を学ぼ
う、面接の仕方練習しようと言っても心
には届かないと思うのです。
　まずは「もちろん、あなたは生きてて
いいし、安心してこの場にいていいんで
すよ」と言える場や人との関わり合いが
必要です。
　「どのような支援が欲しいのか」の問
いに対しては、「社会の普通を基準とし
ない柔軟な価値観を持った支援」「家で
できる仕事を紹介してほしい」「極度の
電話恐怖症なのでメールでの相談がで
きたらいい」などがありました。
　今回ごく一部をご紹介しましたが、私
たちは46万字に及ぶ当事者の声を一人
でも多くの、特に支援に携わる方に伝え
たいと思い、昨年「ひきこもり白書」にま
とめました。是非お手に取って頂ければ
と思います。

　30歳近くになった頃、私はようやく気
づきました。「この人は本当にわからな
いんだ」と。考えてみれば母と私は感じ
方も考え方も育ってきた時代も環境も全
く違う。親子だからわかり合える、わかっ
てほしいと思っていましたけれども、必ず
しもそうではない。それでもいいのだと
気づいたのです。

思いを受け止めてくれた
医師との出会いに救われる
　その後30代に入ってようやく私にもひ
きこもりから抜け出すきっかけが見えて
きました。その一つは、信頼できる精神
科の先生とようやく出会えたことです。
　また、「ひきこもり」という言葉がいよ
いよ社会の中で使われるようになり、都
内では当事者や家族、支援者が集まる
場所ができ始めていました。そうした場
に私も出向き、そこでようやくひきこもり
の当事者、経験者と言われる人たちと出
会うことができました。そこでひとりじゃ
なかったと思えたことは大きかったで
す。それは現在の私たちの会の活動にも
つながっています。

ひきこもりの原因は百人百様
命を守るための行為
　ここからは支援のあり方についてお話
いたします。
　まず、ひきこもりの原因は、いじめ、
不登校、パワハラ、セクハラなど、百人百
様と言われます。ひきこもりというのは、
「生きるための行為」だと私は思ってい
ます。このままでは自分が破綻してしま
うから、立ち止まって一旦考えないと生
きていけないという状態がひきこもりだ
と思います。
　ひきこもりの人は、「甘えている」「怠
けている」と言われます。周りからは「誰
だって仕事に行きたくない、朝起きたく
ない時だってあるけれど、みんな頑張っ
ているんだよ」と言われますが、そもそも
住んでいる世界が全くの別次元です。地
上の世界で暮らしている、いわゆるふつ
うの人の思いや感じ方とは全く次元が違
うのだということを理解していただきた
いと思います。
　また、ひきこもりはエネルギーが枯渇
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よっては正社員でなくても暮らしていけ
る仕組みなど、当事者だけが頑張るので
はなく、社会の中で受け入れる先を作っ
ていかなくてはいけないと思います。
　今は特にコロナ禍で雇用形態や働き
方は多様化しています。支援者の方にも
そうしたユニークな生き方や働き方をし
ている人たちの例もたくさん知っておい
てほしいと思います。
　また、高年齢の当事者にとっては、場
合によっては働かなくても地域の中でど
うやって生きていくかということの支援
が必要になってきています。
　また、当事者団体は活動が脆弱です。
資金もありません。ですが、当事者活動
は当事者が信頼できて最初に行く場とし
てハードルが低く、当事者にリーチする
ことができます。自治体や民間支援団体
と当事者団体とが一緒に動くことで効
果的な支援ができます。当事者団体へ
の支援を考えていただきたいです。

地域の中でひきこもり支援の
プラットフォームづくりを
　ひきこもり支援のプラットフォームに
ついてお話をします。
　ひきこもりの当事者は百人百様で今
もニーズが多様化しています。もはや一
つの相談窓口、一つの支援団体での対
応は不可能になってしまっています。
　ですので例えば庁内では部や課を横
断した連携づくりは必須です。
　また地域の中で当事者会や親の会、
民間団体、それから企業や商店や農家な
ど様々な社会資源がゆるやかにつなが
りながら一緒に支援をしていく形が必要
になってきています。
　自治体と当事者親の会、民間支援団
体、企業などが一緒に支援を考えていく
プラットフォームのモデル事業を私たち
の団体では行っています。
　具体的にはまずその地域で会議体を
作ります。皆さんと一つのテーブルを囲
んでその地域で今どんなことが課題に
なっているのか、何が必要とされている
のか情報交換を含めて話します。
　その後で、その地域の方たちにひきこ
もりに対する理解を深め、誤解や偏見を
少しでも解いていただくために、講演会

などを行います。そうしないと当事者や
親御さんが外に出て行けません。講演会
の後に「ひきこもりUXラウンジ」と名付
けていますが、当事者の体験談を聞いた
り、当事者、親御さん、支援者の対話交
流会をしたりするイベントを開催します。
また相談窓口や支援団体の情報を一覧
にしたリーフレットの配布活動なども事
業として行っています。

広報することも支援
　情報を目にできるようにすること、広
報も支援です。特に自治体の方は力を
入れていただきたいと思います。
　また、女性のひきこもりはまだまだ見
えていません。同時にLGBTQといわれ
る性的マイノリティの当事者も少なくあ
りません。女子会参加者の7割近くが男
性が怖い、苦手だと言っています。相談
窓口の担当者が男性であったり、理解が
なかったりすれば、そもそも相談に行か
れないのです。特に行政の方には女性や 
LGBTQの方に特化した支援もしくは配
慮した支援を是非お願いします。
　
当事者が幸せだと
感じられるような支援を
　最後に私は本当に必要な支援とは、
幸せになるための支援であってほしいと
思っています。
　長年ひきこもりのゴールとは就労や自
立だと言われてきましたけれども、それは
もしかしたら家族や支援者の決めたゴー
ルかなと思うのです。私が思うゴールは
その当事者が少しでも幸せだと感じられ
るような状態になることです。
　幸せになる方法は一人ひとり違いま
す。就労することかもしれない。ボラン
ティアをすることかもしれない。場合に
よってはひきこもり続けることがその人
の幸せかもしれない。その幸せに向かっ
て後ろからそっと支えていくような支援
であってほしいと思います。
　ご静聴ありがとうございました。

支援は、ステップではなく、
横に並んで同じ未来を見る
　これからの支援についてです。支援と
言うと階段状のステップのようなイメー
ジを使って説明されることがありますが、
これは「上から目線」を感じます。「上か
ら目線」は当事者からよく出る言葉です。
　支援する側とされる側という上下関
係ができやすいので、向き合うのではな
く、肩を並べて横に並ぶ支援をイメージ
してください。
　当事者がどうなっていきたいか、その
未来は一人ひとり違います。当事者と同
じ未来を見て横に並んでそっと支える支
援であって欲しいと思います。

大切なのは「まなざし」と「姿勢」
　私は支援において大切なのは、「まな
ざし」と「姿勢」だと思います。
　ひきこもりや不登校は、ともすると問
題があるのは当事者や家族で、その人を
矯正したり訓練をしたりする必要がある
と考えられがちです。しかし、学校や社
会の側に問題はないのかを問うことも
重要だと思います。
　支援というと、引き出すとか社会に適
応させる、元に戻すイメージをもつ方も
多いと思いますが、それも私はちょっと
違うのではないかと思うのです。　　　
　それから、支援をされるというのは自
尊心をとても削られることにもなります。
彼らは非常に高いスキルや得意なことを
たくさん持っているのです。何かをしてあ
げるという働きかけではなくて、その人の
特性を活かすような形でアプローチをす
ることも大事だ思います。

就労支援は居場所づくりから
　就労支援はについては、もっと手前の
段階でいくつもの小さなステップが必要
だと思います。その一つが居場所づくり
です。自分が生きていていいと思えない
ほど自己肯定感が失われている人にとっ
ては、就労支援はあまりにも高いハード
ルです。
　大切なのは、失敗を恐れず安心して働
ける職場の環境づくりや何度でもチャ
レンジできるような仕組みです。場合に

講演 ● ひきこもりをとらえなおすことを出発点にする
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林 　恭子 氏 一般社団法人ひきこもり UX 会議 代表理事

り使いたくないのですが、便宜上使わせ
ていただきます。
　活動内容は、本人がどうなりたいのか
を聞き、それを実現するために何が必要
なのか、私たちとしては何ができるのか、
どんな地域資源が使えるのかを考えな
がらサポートしています。相談は生活全
般から学校、就労、介護やお金のことな
ど多岐にわたる相談が寄せられていま
す。電話での相談はせず、基本的には来
所かオンラインでお受けしています。
　林さんの話で横に並び寄り添いなが
らというお話あり、私たちもまさにそん
な支援を心掛けてずっと活動を続けてき
たので勇気をもらいました。

当事者家族をどう支えていくか
相談支援の課題
橋詰 林さんの話の中で大きなメッセー
ジがありました。一つはご家族、親御さ
んをどう支えていくかの視点です。
　家族会の取り組みから支援者に求め
られているものは何か、山田さん、お聞
かせできればと思います。

山田　子どもがひきこもると非常に
ショックを受け、どうしたらいいかかなり
悩んでいると思います。
　そうした場合、相談する場所がなかな
かわからないようです。市町村には相談

窓口がありますが、相談窓口は、もっと
わかりやすく、目につくような窓口を考え
ていただきたいと思います。
橋詰　ご家族の方がアクセスする場所
が明確でなく、地元ではなかなか相談し
づらいとなると、広域の相談窓口が情報
として届けられているかは大きな課題で
す。広域調整について家族をどのように
に支えていくか、横山さんにお話しいた
だいてもいいでしょうか。
横山　相談窓口としては、子ども若者サ
ポートネットが東北中南信の4箇所にあ
り、ひきこもりの相談もできます。
　私たち法人には、たらい回しにされ、
本人が来ないと無理だと言われてしま
い、疲れ切ってしまったご家族も多く相
談に来られます。
橋詰　草深さん、情報ペーパーを見て直
接ご家族からの相談が入ることもあるの
でしょうか。
草深　自分の子どもが何を考えてるのか
わからないという不安を抱えているご家
族が、自分たちのような経験者、今の当
事者たちは何を考えてるのかを聞きたい
とメールなどで相談されることが多いで
す。私たちもそうしたご家族の方々に情
報発信できるので、支えてくれる人たち
とつながれるのは重要だと思います。

当事者会・家族会を各市町村に
橋詰　お三方が今述べられていることが
長野県の現状だと思うのです。
　相談機関にアクセスをした時に受け止
めてもらえないことが続いた時に、その
家族や本人はそれこそ土の中にもぐるよ
うな状況に陥ってしまう。ご家族やその
親御さんを支えるためにどんな仕組みを

橋詰 パネルディスカッションを始めま
す。まずはのパネリストの皆さんから自
己紹介をお願いします。

草深 「生きづらさ」を抱えて生きる人た
ちのために「hanpo」というフリーペー
パーとウェブメディアで発信しています。
自分たちの経験談を話せる居場所とつな
がりを広げていきたいと思って活動して
ます。当事者たちが発信していくことが
今すごく大事なんだなと実感しています。
自分たちがこれまでやってきたこと、これ
からやろうとしてることは意義があると、
林さんの話に励まされました。
山田　セイムハートは、9年前に発足し
た家族会です。同じような体験をした家
族同士が集まり、安全な話し合いの場を
設けています。
　家族会へ参加する家族は非常に少な
く、その背景としては家族会の存在を知
らないということがあります。家族会に
よって直接的な解決にならなくても家族
支援は非常に大事なので、長野県の各
圏域に1つは家族会が必要だと思ってい
ます。
横山　NPO法人ジョイフルは、不登校
やひきこもりなど生きづらさを抱えた若
者を支援しようと2001年から活動をして
います。
　支援という言葉自体、個人的にはあま

あたかいまなざしを地域で育むために
パネリスト 草深 将雄 氏 hanpo 代表

山田 起由 氏 KHJ 全国ひきこもり家族会連合会長野県支部 
セイムハート代表

モデレーター 橋詰 　正 氏 上小圏域基幹相談支援センター所長

横山 久美 氏 NPO 法人ジョイフル 理事長

パネルディスカッション

橋詰正 氏

山田起由 氏
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思ったからです。学校で苦しんでいたと
すれば、今いるその場所にいる自分を違
う角度から見ることができるように、保
健室や図書館、公共施設など誰でも手
に取れる場所に置けるものがフリーペー
パーでした。
　hanpoのメンバーは県内各地にいて、
実は全員が顔を合わせたことがありませ
ん。皆が匿名で誰が何をしているかは実
際にはわからないけれども、ヘルプを出
すことはできる。自分の苦しさや考えを
誰かに伝えることができる。フリーペー
パーを通して自分たちが安心できる場所
はここだよとサインを残しておくことが
できればいいなと思っています。
橋詰　いくつかメッセージがありました。
個人情報を開示しなければ相談できな
いという課題を支援者はしっかり受け止
めなければいけないということ。また、
ひきこもりの方たちがアクセスできるス
テージをどうつくるかです。地域全体に
情報が届かないと、当事者、家族がそれ
をチョイスしてつながることができない
と思います。

家族会は悩みや思いを共有し、
気持ちを楽にしてくれる場
橋詰　山田さん、家族会について教えて
いただけますか。
山田　当事者の家族は世間体をすごく
気にしています。本人に知られると「俺の
ことをあちこちに言いふらすんじゃない」
と言われたりするため家族会にも参加し
づらく、参加しても周りには隠しているこ
とが多いです。
　孤独な状態にある家族に対して一番
必要なのは、話を聞くことです。話を聞く
ことで問題を共有できるので、家族の荷
が軽くなり、気持ちが楽になります。
　家族会では、口外をしない、話したい
ことだけ話すなどのルールがあります。
人に話をすることで自分の考えが整理さ

れて気づきにつながっていきます。
　また人の体験から子どもを理解でき
るようになり親子関係が改善していきま
す。悩んでいるのは自分だけではないと
思うと癒され、気持ちが楽になり、子ど
もに対応する余裕が出来てきます。親が
ひきこもりを理解すると、子どもを責めな
くなり、だんだん穏やかな状態になりま
す。同じ体験をした親同士はわかり合え
るので、話し合う場を持つことは非常に
大事になってくると思います。
橋詰　苦しさを分かち合い、安心で
きる場所につながれるようにする支
援が重要ということですが、横山さん
のところではどんな状況でしょうか。 

家族の適切な関わり方とは
横山　親御さんからの相談は多く、私た
ちはサポートした方の経験談も話をさせ
ていただいています。親御さんとしては、
自分の関わりが適切かどうか、具体的な
ことを知りたいということでご相談に来
られます。そろそろ働いてもらいたいけれ
ども、どのタイミングでどう切り出したら
いいかという内容が多いです。
　そうした具体的で細かいことをディス
カッションをしながら、こうしてみてはど
うですかといったお話をしています。
橋詰　ご家族が就労のプレッシャーを
かけるタイミングについての相談が多い
ということですが、林さんからNGワード
とOKワードの話がありました。ご本人の
ことを考えた時、気をつけないといけな
いことを今日は確認されたと思います。

目標は、本人に会うことでなく
家族の気持ちを楽にすることを
橋詰　親御さんをどう支えるか、長野で
どうその仕組みをつくっていくのか、支
援者としてどんな風に向き合っていけば
いいのでしょうか。
林　相談で本人に会って欲しいというご

つくればよいのか、林さんはどのように
感じられましたか。
林　長野県に限らず、私は当事者会と家
族会は各市町村に1つはあって欲しいと
思っています。そうでないと探しても見つ
からない。とはいえ、小さな町ではご近
所に知られてしまうので、そうした時に近
隣の市町で連携があれば隣の市の会に
行けます。現況では質はもちろん、とに
かく数を増やすことがとても重要です。
　その時に、行政の方にぜひお願いし
たいことが、場所を借りるときのサポー
トです。当事者が自分たちで当事者会を
開こうと思った時にまずぶつかる大きな
ハードルで、公共の施設を無料で借りら
れる所はほとんどありません。行政の方
には、日時を決めて公共施設の会議室
を空けておくことなどをしていただくだけ
でも会を開きやすくなります。

早期発見・早期介入でなく
「情報を早く届ける」しくみを
林　支援者からの質問でよく聞かれる
のが、不登校やひきこもりは早期発見・
早期介入が大事という言葉です。私はこ
れはちょっと待ってくださいと思うので
す。
　病気であれば早く発見して早く治療す
ることが必要だと思いますけれど、不登
校やひきこもりは状態像に過ぎません。
必要があってその状態になってるわけで
すから、早期に発見して早期に介入する
とさらに当事者を追いつめることになっ
てしまう可能性があります。不登校はさ
なぎによく例えられます。さなぎを外から
切り裂いて無理やり出したら死んでしま
います。
　私たちが捉える早期発見とは、できる
限り何度でも発信することによって、親
や当事者が早く必要な情報を得られる
ことです。
橋詰 「情報を早く届ける」というキー
ワードが出てきました。SNS、ホーム
ページなどで、情報をどう当事者や家族
にいち早く届けることができるのかヒン
トはありますか。
草深　私たちがフリーペーパーを作ろう
としたのは、ひきこもりや不登校になる
前に、知っておいてほしいことがあると

横山久美 氏

草深将雄 氏
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と、当事者、家族会の皆さんが集まって
プラットフォームをつくって協議をしてい
くことが重要です。検討会の調査では県
内でその仕組みをつくっている地域は3
割くらいしかありません。7割の地域にな
いとなると、ワンストップで相談を受け止
めてもらえない状況が続きますので、今
日のフォーラムからスタートしていただき
たいと思います。
林　ひきこもりの人は少なくとも人口の
1%から1.4%いると言われてます。人口
200万人の長野県では2万人、もしかし
たら3万人、5万人にいるかもしれない。
ですからプラットフォームは各市町村に
あってもほしいと思いました。

普段の地域の関わりを
大事にした支援を
林　社協職員の方からです。
「近所の方からひきこもっている方がい
るとの相談をされますが、本人やご家族
が支援を望んでいなければそのまま見
守っていればいいのかどうか、アドバイス
をお願いします」
橋詰　関係機関や当事者からの相談で
はないので、いきなり本人宅に出向くこ
とはできないということで悩まれていま
す。横山さんはいかがですか。
横山　困り感があるかどうかは推測でし
かないと思います。もしかしたらそのご
家族も相談をしたいのかもしれないけれ
ども、地域の関係機関では誰も取り合っ
てくれないだろうとか、自分たちが責めら
れるのではないかと考え、相談しづらい
ところがあると思うのです。
　「隣近所の目」については、長野県の

問題でもあり、ひきこもり
の捉え方をまず変えてかな
ければいけないと思ってい
ます。相談をすることが恥
ずかしく、隠さなければい
けないこととご家族が感
じる土地柄になってしまっ
ていることは大きな課題で
す。
　林さんのお話のように、
勉強会などを開き、困って
る人が困っていますと手を
挙げられる地域にすること

から始めてもいいかなと思います。
山田　当事者本人は知られたくないの
で、「あなたのお子さんはひきこもってい
ますね」と関わるのは控えていただきた
いです。
　どうすればいいのかというと、地域の
中で共に生活してる者としての普段の関
わりから入っていけばいいと思います。
信頼関係が築かれれば、「実はね…」と
話されることもあると思います。
林　今のお話はその通りだと思います。
ひきこもりや不登校はその人の一部でし
かないので、あくまでもふつうに隣人とし
て関わることがすごく大事なことです。
橋詰　会場の皆さんからもご質問いた
だいています。
会場１　当事者としてどのような関わり
方をしてもらえれば嬉しかったか、教えて
いただけたらと思います。
草深　私自身も経験者ですが、林さんの
言葉にもあったように、普通に接してほ
しかったと強く思います。
　昼間外出するだけでも周りの目が気に
なりますので、言葉をかけなくても、あた
たかい目で見守ってもらえればそれだけ
で十分だったなぁと思っています。
林　私も全く同じです。親戚やご近所か
らも何も聞かれたことはなく、あくまで
もごくごく普通に「最近暑いね」といった
あいさつ程度で、それが何よりありがた
かったです。普通に接することが一番大
事だと思います。
橋詰　検討会でも県民への普及啓発・
情報発信をまず第一に進めていくという
ことが大きな目標でした。普通に接する
地域をどうつくるか、市町村の中で具体
的な実践をしっかり考えていくことが大
切です。

「ひきこもり」という言葉の
誤解や偏見をなくす
会場2　私自身、学校が嫌いで当事者の
気持ちがよくわかります。ひきこもりとい
う言葉も嫌いで、世間の価値観が壊れて
しまえばいいと思っています。
橋詰　重要なことです。ひきこもりとい
う言葉自体がマイナスのイメージで、い
けないことをしているような捉え方を社
会からされてしまうというご意見です。

家族は多いかもしれません。しかし、繰
り返しますが、支援者は本人に会うこと
を目標とせずに、まずは親御さんの話を
徹底的に聞いて、親御さんの気持ちを
楽にし、家庭の雰囲気が良くなることを
第一の目的にしていただきたいと思いま
す。
　理由の一つとして、当事者側からする
と親が勧めるところだけは絶対に行きた
くない気持ちがあるのです。当事者の多
くはインターネットなどで調べ、当事者
会など「ここだったら行ってもいいかもし
れない」というところを見つけます。本人
が何か行動を起こすためには家の中が
安心できる場である必要があります。

◉ フ ロ ア セ ッ シ ョ ン ◉

各市町村が連携した支援の
プラットフォームづくりを
林　オンラインからの意見です。「当事
者の父親歴20年、行政は9時5時対応
で親身になってくれません。担当者も
次々と変わり、毎回最初からやり直しで
す。また、支援はオープンダイアローグ
でやってほしい」という声です。　
橋詰　昨年の「長野県における今後の
ひきこもり支援のあり方」検討会でも、
行政に対する意見はたくさんありまし
た。各県内の市町村の皆さんには情報
を早く届け、地域の中で理解を深めてい
ただくためにも、利用しやすい相談窓口
の設置と明確化をお願いしたいと思いま
す。
　そして行政だけではなく、地域の相
談機関や居場所づくりをしている支援者

ひひききここももりり当当事事者者・・家家族族・・支支援援領領域域ののププララッットトフフォォーームム

「「Junction」」整整備備構構築築事事業業
（厚生労働省「生活困窮者及びひきこもり支援に関する民間団体活動助成事業」）

自自治治体体、、当当事事者者、、親親のの会会、、

民民間間支支援援団団体体、、企企業業等等がが

共共にに支支援援ににつついいてて考考ええ、、

よよりり良良いい支支援援をを構構築築ししてていいくくたためめのの

ププララッットトフフォォーームムををつつくくるる

ひひききここももりり支支援援ののププララッットトフフォォーームムづづくくりり

林恭子氏 講演資料より
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草深　hanpoを立ち上げた時から経験
者の声をたくさん届けたいという思いが
あります。そのためにも自分のひきこも
り経験を語れる人たちをこれからも育て
ていきたいと思っています。
　たくさんの支援者の方たちにひきこも
り経験者のことを知っていただき、話し
合いができるようになれば、支援のあり
方も少しずつ変わっていくのではないか
と思っていますので、こうした機会があれ
ばぜひ呼んでいただきたいと思います。
山田　親は「早くなんとかしなければ」
と思いながらもどうしていいのかわから
ず非常に不安になります。また一生懸命
働きかけたことによって余計に関係が悪
くなり、それで悩みます。
　親はまず、子どもの気持ちを尊重して
認めることが結果的に早道になります。
子どもは自分の意見を尊重されると自信
を取り戻してきます。子どものできないこ
とではなくできることに目を向けていく
と親の見方が変わります。子どもの良い
ところに気づき、意外な発見があると親
自身が希望を持てるようになります。
　まずは親子関係を良好にすることか
ら取り組み始めていただければと思いま
す。
横山　支援機関として立ち上げ当初か
ら考えていた大事なことは、特別視をし
ないということです。
　人として、個人として関わりながら、一
緒に何ができるのか、何をしたいのか、ど
うやって一緒に伴走できるのかを考え、
そのためのスキルを身につけていくこと
が何より必要だと思っています。
　とかく支援者としての経験を積むと、
スーパーパワーがある気がして上からの
支援になりがちです。特別視せず、偏見
を持たず、その人に寄り添いながら関わ
りたいと思っています。

勇気となる支援者の取組
当事者の声を聞いてください
林　２点、お話したいと思います。
　１つは、私たち当事者にとっては、行

政や民間団体の方々が動いて何かを取
り組もうとしていること自体が大きな支
援であり、不安が一つ減ることになりま
す。今日参加してくださった方々の気持
ちこそが支援の要であり、何よりも当事
者を勇気づけることだと私は思います。
　２つ目は、当事者の声を聞くことをこ
れからもお願いしたいということです。
今日のようなフォーラムなどは当事者が
最初の一歩として来る場となるハードル
が低いのです。
　登壇した当事者の話を聞き、来場した
当事者にその場で情報を渡すことがで
きることは最初の取っ掛かりとしてはと
ても重要ですので、ぜひ今後も開催して
いただきたいです。
　支援者の方の力を当事者は借りる必
要がある場面はたくさんあるので、一緒
に活動をしていきたいと思います。
橋詰　4名の皆さん、本当にありがとう
ございました。これからやるべきことの
方向性を示していただきました。
　私自身は林さんの講演を聞きながらガ
ソリンを一滴ずつ注ぎ込む支援者であり
たいと思いました。支援と称して、そのタ
ンクから力を抜いてしまうことがないよ
うな地域を私たちはつくる必要がありま
す。しっかり受け止める大切さをそれぞ
れの地域で共有していかなければいけな
いと思いました。
　長野県において現在の3割から4、5、
6割とプラットフォームができていくこと
に期待して、このパネルディスカッション
を閉じたいと思います。

草深　ひきこもりという言葉を無くして
も同じような言葉はまた作られると思い
ますが、イメージの転換はできます。
　例えば、文筆業や画家など家にいるこ
とが多かったり、ひきこもらざるを得な
い仕事もあるわけです。そんなに悪いこ
とではないという使い方があるのではな
いなと思ってます。
山田　ひきこもりという言葉に対して家
族の捉え方は二つに分かれます。あまり
感じない人と、もう一方はすごく抵抗が
あるという人がいます。
　言葉を変えたところでつきまとうイ
メージが変わらない限り、ひきこもりの
状態自体に対する見方は変わっていかな
いと難しいと思います。
横山　ひきこもりという言葉が最初に出
始めた当時からマイナスイメージがつき
まとい、なかなかぬけていません。林さん
から才能のある人たちが多いという話が
ありました。プラス面を捉えることはすご
く大事で、支援者はそのことを発信しな
ければいけないと責任を感じています。
林　ひきこもりという言葉を変えた方が
いいという動きは20年前からずっとあり
ますが、言葉だけ変えてもなかなか難し
く、私もその通りかなと思います。
　私たちが「ひきこもりUX会議」とい
う団体名を付ける時にも議論した結果、
「ひきこもり」をあえて使うことで、イメー
ジを変えていこうとしています。
　ひきこもりという言葉に抵抗がある当
事者やご家族もいると思いますので、例
えば相談窓口の案内チラシの大きなタイ
トルには使わないこともありかなとは思
います。根本的にはひきこもりに対する
誤解、偏見を取っていくことが重要だと
考えています。
橋詰　根深いマイナスのイメージを克服
するためにも、行政と民間の私たちが、
しっかりとタッグを組んで様々な手立て
を講じていく体制整備の必要性を強く
感じます。最後に、長野県が変わるよう
期待も含め、コメントをいただきたいと
思います。
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